




 

 本症には肥満、るい痩ともに各々17%と発生頻度が高いことはすでに報告した。

ところでこれらの要因として食餌摂取量、季節的影響などが考えられるので昨

年は、患者の血清蛋白分画の李節的変動を調べてみたところ、夏期に

Pre-albumin、Albumin、Ig-G をはじめ大部分が低下することを認めた。 

 今回は脂質の季節的変化及び肥満とるい痩の脂質の動向について検討したの

でその結果を報告する。 


